



















































（ニュールンベルグーアンスバッハ）。 タクシー （アンスバッハ ローテンブルグ）。 空路は
ともかく，汽車にのるのが問題，出発前からドイツ語でアンスバッハ行2枚云々 と用意したメ
モをチケット窓口に示すと，英語で問い返すのだ。とにかく切符を買って，こんどは時刻表を





















ところがポーラン ド貨弊な ら1,500ズロティ （日本円11,200円） アメ リカドルなら12ドル （2,400 
円） でよいというのだから驚く。さでこの岩塩鉱は12世紀頃よりほとんど人力で堀ったところ
69 
で現在なお続いでいるという。地下の最深部は130メートルもあって，すべて岩塩で造られた，
彫刻や宮殿など，想像を絶するような大規模のもので圧巻そのもの，まさに人類の遺産という
ことであった。また，いまのローマ法皇がここの枢機卿だったという，ゆかりの教会など古都
の趣きが興味をひいた。その岩塩鉱の帰り道，運転手にアウシュビッツ（クラコウから近しミ）
へ行ったかと聞かれ，行かないと答えたら，私の父親達が抑留されていたと，それまでのガイ
ドをしていた声をぐっと落して つぶやくように低い声で話したのが印象深かった。
帰国のための一泊地アムステルダムのホテルオークラではレセプションが日本人で，これま
での不自由をとりもどすかのように，大いに日本語をしゃべって，ホテルの日本料理レストラ
ンで食事をし，次の日 JALの747にのって帰国の途についた。特別な目的を持たずになんと
なく旅を してきたという， ツーリストであった。
(1980・10・29)
